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はじめに

平成23 年 3 月厚生労働省「看護教育の内容に関する検

討報告書」によると、学生の実践能力向上のための教育

体制として教貝と実習指導者の役割分担と連携が軍要と

明記している l) 。また、近年、実習施設と某礎教育機関

が力を合わせて看護基礎教育の質向上を日的とするユニ

フィケーションシステムが導入されている。神奈川県で

は、平成15 年より看護実践教育の質の向上を目的にユニ

フケーションシステムが立ち上がり実践活動を行ってい

る2) 3) 。本学科では、平成24 年度より市たる実習病院で

ある Y 病院（以ド病院）の臨床指導者や教育担当者を学

内涼習に招き、学生のレデイネス把梶を兼ねながら実習

指導に活かすための活動を開始している。本学と Y 病院

の連携教育の日的は、某礎教育と卒後教育との更なる連

携を図ることをt なねらいとし、看護実践研修及び教育

実践を共に企画・試行していくことを通し、教職員の相

冗研鑽及びより効果的な臨地実習指導や基礎教育の実践

を日指すことである。

平成24 年度第 1 回授染参観を通して、連携教育におけ

る学生と指導者両者の効果を「第］報J として報告した。

指導者は、授業参観により学生の学習環境や学習習得状

況などのレデイネスを把握し、実習でみる緊張しだ学生

と学内演習時の異なる姿などから、学生への理解が深ま

り、実習指導に活かせたことがわかった。

学生は、指導者から術後 1 1-::1 b3 の患者の観察内容・採

助方法等について、具休的な指導を受けたことにより、

授業で学んだ知識を看護技術に繋げる事ができた。また、

教員と指導者は、事前打ち合わせや終了後の授業参観評

価会を通して、学生状況を共有し相互に研鑽しながら実

習指導に活かす事ができた事を確認した。以上から、指
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導者による授業参観は、枯礎教育との連携教育に有効で

あることが示唆された。

今回は、同じく看護学科 2 年生対象の成人看護学演習

「術後 1 日H の離床への援助J の授業参観に 6 名の指導

者が参加した。成人看護学実習 I を 1週間後に控えた学

生が、臨床指導者に、直接、指導を受けた演習の教育効

果を分析したところ演習日標の達成とともに実習や学習

への動機づけ、今後の課題を見出すなどの教育効果と今

後の方向性に示唆が得られたため「弟 2報J として報告

する。

I 研究方法

1. 対象：成人看護学演習を受講した本学 2 年生81 名、

授業参観した指導者 6名

2. 期間：平成27年 1 月 17 日 ~11月 30 日

3. 調査方法：演習終了後に、独自に作成した質間紙調

査票を学生に配布し、 3 日間留め岡いた後、研究室

前に提出ボックスを設置し回収した。指導者に対し

ては、演習終了後に配布し、当日同収した。

4 。調奔内容

無記名自記式質問紙法を用いた。質間項日は、学生に

は、①指導者から受けた指導項目、②指導内容、③参考

になった指導内容、④イメージ通りに報告できたか、⑤

指導者から適切と評価を受けた内容、⑥演習をとおして

今後の課題となったことは何か、⑦演習全1本を振り返っ

ての感想の 7 項日に設定し、指導者には、①学生の演習

状況から指導が必要だった技術と②指導を通して気づい

たことの 2 項目に設定した。回答方式は、学生に対する

質間唄日①～④、指導者に対する質問項日①は選択式、
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学生に対する質間Jl'il 」5 -⑦と指導者に対する質間 J貝［」

②は自由記軌とした。

5. 分析方法

学11:. に対する質問項目①~

項日⑦および指導者に対する質問唄Fl は記述内容をコー

ド化し、その後カテゴリー化した。

6. 倫雌的配應

学生へは、アンケート川紙に調査目的及ひその帖呆は

目的外に使川しないこど、また成韻に関与しないことを

記載したいアンケート）廿紙配布時に、その旨の説明をし、

圃意を1りた 指導者へはアンケート用紙へのμ凸載と配布

時に説明するとともに、辿携教脊実施前後に、これらの

取り組みを研究的にまとめることを提案し全員の同意の

もとに進めた。アンケートは無記名とし、回収は、研究

室人口に留め置き法とし個人が特定されないことを説明

した。さらに、アンケートヘの協力は仔怠であること、

回答はプライバシーを守り、データは調壺者の青仔で厳

童に保管することを説明した。

II 結果

質間紙叫11! 収数は、学生が71 部（回収率87.7%) 、指

導者が 6 部 (100%) であった。質問別にすべての項 11

に同答のあった質問紙を分析対象とした。

1. 成人看護学演習の概要

急性期看護過程派習授業で展開した「胃切除術後患者」

を受け持ち患者と想定し、「術後 1 日日の離床への援助」

を油習テーマとした。第 1 同授業参観は90 分 (1 限）で

2 年 1 0 1 2 ~とし、八・

B クラス何に同日丈加した。

演習内容は、，1受け翡ち学生は担当教員や指導者に石

護計画を報店、 ,_2 観察結果から寝衣交換や離床が可能か

どうかをアセスメントし報告、③離床援助か寝衣父換の

いずれかを実施する砒れとした。①を90 分、②③を90 分

で実施し、患者役は学生間で行いPJ 能な限り術後 1 日目

患者がイメージできるように点滴、 ドレーン、模擬剖、

腹帯、 T 字恰など装価した。

演習は、 ~ 10 成

施した。指導竹は、担当グループの実施中の助后、主施

後の報告まで直接指導を担当した。 1・2 限は 4 名の指

導者が 1 グループずつ 4 グループを、 3・4 限は 3名の

指導者が 1 グループずつ 3 グループを担升した。教員は

他のグループを 5名で担当じよ施場面を直接指導した。

学ルヘは、①演習ガイダンスの際に臨床指導者の演習参

観があること、②授業参観は大学と崩院が連携して学生

ヘ効果的な敦育を U指す式みであることと、学生を即解

して実習指導に活かす連携教育の一環であることを説川

した。派習終了後、谷指辱召から全学牛に対して、演肖

全体についての助言をいただいた。

11 演習に

関連した授業、学生の科H履修状況に関する賓料、学生

指導の視点として各援助技術のチェックリストを配布し

た。また、演習開始前に演習の流れや学生の状況などに

ついてオリエンテーションを実施した。

2. 学生のアンケート結果

1) 学生が指導者から受けた指導項目

学生に、演習中に指打者から指導を受けた項目につい

て複数選択式で同谷を求めた（〉半分以上の項目で指導を

受けたといI答した学生が71 名中46 名 (64.8%) であり、

2~3 2 3 2

項日別では、 9術後の観察」 97.2% 、「点滴中の年認衣交換」

80.3% 、［離床への援助」 76.1% の割合が高<、|息行役

への説明J 47.9% の割合が低かったつ（衣 1)

表 1 学生が指導者から受けた指導項目

指導項目一

術後の観察ー

点滴中の寝衣交換

離床への援助方法

患者役への説明

その他

2) 油習中に受げた指導内容

油晋中に受けた指導内容について板数選択式でJul 答を

求めた。「寝衣交換の手順（健側、息側）方法」 87.3%

の割合が最も高く、「腹腔ドレーンなど冒切術後に特有

な観察方法」 77.5% 、「呼吸音・ 腸鱈動音などのフィジ

カルアセスメント 70.4% の割合も高かった。「バイタ

ルサイン測定J 40.8% の割合か最も低かった（表 2) 。

表2 濱習中に受けた指導内容

指導項目 回答数 割合

寝衣交換の手順（健側、患側）方方法 62 873% 

[呼吸音四・ 55 775% 

吸 腸鱈動音などのフィジカルアセスメント 50 704% 

一般状態等の観察の方法 48 676% 

離床への援助方法 47 662% 

I離床時の安全確認 I~3 606% 

バイタルサイン測定 29 408% 
.. 

その他 3 42% 
~ ~

3) 受けた指導内容の中で特に参各になった指導内容

2) の演習中に受けた指導内容の中で特に参若になっ

た指導内容について、短答式で回笞を求めた。［股腔ド

レーンなど胃切術後に特有な観察方法」 31% 、「寝衣交

換のf 順（健側、患側）方法」 21.1% 、「呼吸音・腸蟷

動音などのフィジカルアセスメント」 18.3% の割合が高

く、 9離床時の安全確認」 4.2% 、「ハイタルサイン測定」

2.8% の割合が低かった'(図 1 J 
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図 1 特に参考になった指導内容

4) イメージどおり報街できたか

観察した内容をイメージどおり報告できたかについ

て、『はい』、『いいえ』に 2分類し、『いいえ］と回答し

た理由について、短答式で訓答を求めた。『はい』と回

答した学生は14.1% 、『いいえ』は85.9% であった。『い

いえ』と回答した理由で最も多かったのは「アセスメン

トが不足していた」 56.5% であった。次いで、「観察項

日が不足していた」 17.7% 、「正確に報告できなかった」

13.1% であった。その他も 11.6% あり、「根拠が伝えられ

なかった」、「まとめて報告できなかった」などの理由で

あった。

5) 指導者から適切と評価を受けた内容

演習全体を通して、指導者から適切と評価を受けた内

容について、自由記載で意見を求めた。内容を分析した

結果、 29 名が指導者から適切だと評価された内容があ

り、『技術に関すること』と『アセスメントに関すること』

に分類された。

(1) 技術に関すること

技術に閃することでは、「バイタルサイン測定の手技・

測定方法」や「患者役への声かけ」などの基本技術に関

することや、「寝衣交換の方法手順J といった生活援助

技術に関する内容が適切であったと評価されていた。ま

た、「離床時の安全」、「創部の観察」、「術後の観察法」

などの患者の状況に応じた技術も適切と評価されてい

た。最も適切と評価された内容は、基本技術である「バ

イタルサイン測定の手技・測定方法」であった。

(2) アセスメントに関すること

アセスメントに関することでは、「観察項目」や「報

告内容J、「呼吸のアセスメント」、「根拠が言えた」、「予

測したことが言えた」などであり、患者の状況を適切に

理解し、根拠をもって報告できたと評価された学生もい

た。

6) 演習を通して今後の課題になったことは何か

今同の演習を通して今後の課題となったことは何かに
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ついて、日由記載で怠見を求めた。内容を分析した結呆、

『技術に関すること』と『アセスメントに関すること』

に分類された。

(1) 技術に関すること

技術に関することでは、「観察の手順方法(. 連の流

れ）」といったフィジカルイグザミネーション、つまり

正しい手技で確認することに課題を感じていた。また、

患者への説明がうまくできず患者の協力を得られなかっ

た学生もおり、状況に応じた説明の仕方や離床の方法、

さらには患者の安全安楽のための工夫が課題と感じてい

た。

(2) アセスメントに関すること

アセスメントに関することで多くの学生が課題として

感じていることは、「観察後、アセスメントして報告す

ること」であった。その他、「セルフケアの状態を考え

ながら離床に繋げること」や「1笈助や観察項日の根拠を

押さえること」を課題として感じている学牛も多かった。

いずれにしても、患者の今の状態を判断し、必要なケ

アを止しく判断することを課題と認識している学生が多

かった。また、 9事前学習不足」や「病態生理の知識小足」

など、患者の状態を判断するための基盤となる知識が不

足していることが諜題と認識している学生も多かった。

7) 演習全体を振り返っての感想

アンケートの最後に、演習全体を振り返っての感想を

自由記載してもらった。記述内容を分析した結呆、「実

習への動機づけ」「学習への動機づけ」「演習の手），ふえJ「今
後の課題」の 4 カテゴリーに分類された。（表 3)

(1) 実習への動機づけ

実習への動機づけは 6 内容あった。「実習前の練習に

なりすごく役だった」や「息者の立場に立つこと、気を

付けることなど病院の看護師の指導だからこそ実習で実

施できる」、「成人の実習に活かせると思った」など、本

演習から約 1週間後からはじまる成人看護学実習 I に対

する動機づけがされていた。

(2) 学習への動機づけ

学習への動機づけは 7 内容あり、「これからも、報告

までやる演習をしたい」や「理解不足が多く、もっと勉

強しなくてはと思った」など、本演習が今後の学習への

動機づけとなっていた。「また、臨床のやり方を教えて

もらったため勉強になった」や「アドバイスをたくさん

もらった」、「指導者に多く教えてもらった」、 1+ a で教

えてくれてとても勉強になった」など、学習への手がか

りとなるような学びもあった。



カテゴリー
"""'""""'●● , _ , , ,  

実習への動機づけ

学習への動機づけ

演習の手応え

今後の課題

その他

(3) 祇四の手応え

表 3 演習全体を振り返っての感想（学生）

内容

実習前の練習になりすごく役だった。

成人の実習に活かせると思った。

患者の立場に立つこと、気を付けることなど病院の看護師の指導だからこそ、実習で

実施できる。

病院の状況が聞けて実習に活かせそうと思った。

実際行うことでイメージがついた。

これからも、報告までやる演習をしたい。

理解不足が多く、もっと勉強しなくてはと思った。

イメージトレーニングが必要と思った。

+a で教えてくれてとても勉強になった。

臨床のやり方を教えてもらったため勉強になった。

アドバイスをたくさんもらった。

指導者に多く教えてもらった。

事前にアセスメントした患者さんを想定して演習することで、アドバイスや注意を受けな
がら実施できたので自分のものになった。

実習のような学びができた。

以前の演習では実施できないことができた。

とても濃い演習だった。

すごくためになる演習だった。

学びがとても多かった。

いろいろ覚えることが多かった。

教員のアドバイスもあり、しっかり学習できた。

とてもわかりやすかった。

細かくみてくれ、先生にもすぐ質問できた。

疑問が解決できて本当によかった。

援助の目的、エビデンスなど知識不足を感じた。

事前学習や事例をよく読み込むことが大切だった。

自分に何が不足していたか改めて確認できた。

準備に時間がかかり、もったいないと思った。

涼胄の手応えては12 内容あり、「実背のような学びか

てきた」や「以前の演胄では実施できないことができたJ、

たと回答した n 「腹腔内ドレーンなどの胃切術後に特有

な観察）バ去 I と「離床時の安仝確謀J の ZJJ{l=l について

は、 3 名の指導者が指導が必要たヮたと回答したか、 9バ

イタルサイン測定J については指導が必要と回答した指

導者はいなかった。その他、「患者への説明と同意J に

指導を要したと 3 名の指導者が回答した。

I事前にアセスメントした患者さんを想定して演習する

ことで、アト‘バイスや注意を受けながら実施できたので

自分のものになった」など、急性期の看護過利の展闇事

例と連動していることで、より手こたえを感じていた

由今後の課姐

課題は 3 内容あり、「援助の目的、エビデンスなど知

識不足」や］目分に何が不足していたか改めて確認でき

た」、「事前学晋や事例をよく説み込むことが大切だった」

などであった。最も多くの学ルが認識した課題は「知識

不足 Iであったc

3. 指導者のアンケート結果

1) 学生の演習状況から指導が必要だった技術

演習終了後に、「学生の演習状況から指導が必要だっ

た技術」について、複数選択式で回答を求めた。「呼吸音、

腸鱈動音などのフィジカルアセスメント」、「一般状態等

観寮の方法」、「和衣交悦の手順（健側、患側）方法」の

3 項 H について 6 名中 4 名の指導者が、指導が必要だっ

2) 指導を通して気づいたこと

演習全体を辿して気づいたことについて、自由叫載で

意、見を求めた。記述内容を分析した結果、「学生の強み」

「学生の弱み」「i翁習の効果」「演習の諜題J 「指導者とし

て祈たな気づき」の 5 カテゴリーに分類された。（表 4)

(1 学生の強み

学生の強みに関して 3 内容あり、「バイタルサインの

指導は必攻なかった」や iしっかり観察できてし：だ I と

いうことから、フィジカルイグザミネーションや北本技

術が身についていることが学生の強みと認識されてい

た。また、「学生間で意見やアイデアを出し合ってでき

ていてよかった」、「時間が足らない祁分もあったかグ

ループで協力してアドバイスなどができていた」など、

グルーフダイナミックスも強みど認識されていた
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表 4 演習全体を通して気づいたこと（指導者）

カテゴリー

学生の強み 1 学生間で意見やアイデアを出し合ってできて？ごよかった。

しっかり観察ができていた。

時間が足らない部分もあったがグループで協力してアドバイスなどができていた。

学生の弱み I 患者のどこを観察すればよいか何故観察するのか、アセスメントの力が足らない。
バイタルサイン測定は何故するのか必要なのか考えて行えるとよいと思った。

寝衣交換や早期離床は何故必要なのか理解して患者に説明できると良いと思った。

バイタルサインの測定に結び付けていない。

合併症の理解を深める。

演習の効果 患者役看護師役割気持ちが実感できたと思う。
今回の演習は実習に活かせると思う。

バイタルサインと寝衣交換が全員できてよかった。

演習の課題 ケアプランを具体的に立てるとどこをみればよいかわかると思う。

事例と演習をもう少し結びつけるといいと思う。

臨床の実際の場面を説明してあげると実習のイメージがつくと思う。

着替えに時間を要するので、次の学生が清替えておくとスムーズにいく、時間を有効に使え

る。

学生間友達感覚なので緊張感をもっていくとよりよい演習になる。

患者の条件設定など皆で確認する時間があるとスムーズに進む。

当日の流れが学生もよくわかっていなかった。

戸惑っていた。

あっという間に終わったので、もう少し時間があるとうれしいです。

指導者として＇バイタルサインの指導は必要なかった。
の新たな気づ 病棟実習と違い集中した指導ができた。

き 緊張感をもって演習に取り組み好感がもてた。

学生がどんなことを考え演習を行っているか確認できた。

今後も連携教育が継続すると良い。

12 学牛り）弱み

学生の弱みに関して 5 内容あった。「患者のどこを観

察すればよいか何故観察するのか、アセスメントの力が

足らない」や「バイタルサイン測定は何故するのか必要

なのか考えて行えるとよいと品いた」、「バイタルサイン

の測定に結び付けていない＿など、根拠を示せない点が

弱みとして明らかとなったQ

I :J, i'ti 国の効果

油料の効果に閃する 3 内容あり、「今回の油胄は‘だ習

に砧かせると思う」やし患者役看護師役の気灼ちが実感

できたと思う」などがあげられた。

(4) 演習の課題

演習の諜題に 1見Jする意見は 9 内容で最も多かゥた 事

例と演習をもう少し結びつけるといいと思う」や I臨床

の実際の場血を説明してあげると実習(})イメージがつく

と思う」、「患者の条件設定など皆で確認する時間がある

とスムーズに進む」、「当日の流れが学生もよくわかって

いなかった」など、涼習内容や演習のオリエンテーショ

ン不足に関する内容もあった。

(5) 指導者としての糾たな気づき

指導者としての気づきは 5 内容あり、「学生がどんな

こどを苔え演宵を行っているか確認できた」、 I禁似愁を
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もって演習に収り組み奸感かもてた」があげられた

w 考察

今年度 4 同日を迎える Y病院との成人看護学演習授業

参観の取り組みを、学生の教育効呆に視点を樅いて調在・

分析した。

第 1報（第 1 回授梁参観演習）では90 分授業であった

が、指導者からの紅兄も収り人れ180 分に増やして演料

を展開したC 180 分の演習構成は、はじめの90 分は受け

持ちの模擬患者の観察を仰実に実施し、そして、その結

果をアセスメントしてm;r; することに重点に置いた0 そ

れを踏まえて、後半0)90 分間で術後 1 B 且患者の観寮し、

離床の有無を判断し報告する。その後、ケア計訓を尖施

し、実施したことをアセスメントして報告するという一

連の流れとしだ

今回、指尋者への報告場面を設定した事から、指導者

とのコミュニケーションか培え、そのプロセスの中での

学びが拡大した中か折測される。

I. 演習H標到達状況

演習日椋は、術後の早期離床の目的と留紅点がわかり

安楽な援助ができるとし、行動 H標として次の 4

つをあげて学生・教員・ 指導者に市前に説明して実施し

たし，また、学生の達成度を可能な限り客観的に評価し指

導ができるよう各チェックリストを用いた。



1) 術後 l I」目の術後合併紐がわかり患者のバイタルサ

インその他一般状態を観察し、 l'J¥i 几への援助の可否

をアセスメントできる。

2) 翰液ライン、 トレーン類が挿入これている患者の襄

衣交換が実施できる。

3) バイタルサイン・一般状態の異常がなく、創痛をコ

ントロールで苔ていることを確忍後、患者の離几．

移動への準価かできる。

」）旱間離床の Hi'! りを患者に説明を打い、圃意を得て安

安楽に留意した援助ができる。

以上の演罰到達目標の達成状況を、アンケート結果か

ら慨観すると、指導者から、実施内容や判断が適切と評

仙を受げた学生は、 71 名中26 名36.6% てあった。具体的

には、術後の観察に I梵Jするバイタルサイン 8 名、胃切除

後 1 日U の患者の特有の観察項 ll 8 名合計16 名が観察に

関する事であった。その他として、患者役への声かけや

寝衣交換、離）木の授助などがあげられた 評価を受けだ

学小2G 名は、指導を受けながら達成できたと拙測できる

桁導者アンケートからも、 4 名中 3 名がハ、イタルサイン

測定の指蒋は必要なかった、しっかりできていた、しか

し、その他はほとんど指導が必要だったと同答している。

指導者か必要と考え学牛に指導した内容は、学生か指導

を受けたと回答した内容（表 2) と一紋しており、ハイ

タルサイン測定以外の項目は指導を之けて刈達できたと

考える。

演習の展開は、術後の観察・報告90 分、「寝衣交換J、「離
床への抜助」の内 1 つ実施・報店を90 分で展開したため、

バイタルサイン測定を含む観察の評価か l訂い傾向であっ

だ これは、第 1 同恨古と異なる結爪であるが、今回は

観察と報告に90 分時間を使えたため、思考の整押ができ

たためと推測できる。また、今回、チェックリストを用

いて評価するシステムとした為、指導者及ひ教員の指導

の祝点のずれが少ないことも高い評価帖凩に繋がったの

ではないかと考える、）

演肯に使用したチェックリストは、［ハイタルサイン

測定」、「フシカルアセスメント］の 2 つは、届礎看護学

の演習で使用したもの、「術後 1 日目の観察J、「離床ヘ

の援助」、「寝衣交換」の 3 つは涼習目標に沿った内容で

成人領域教員か作成したものである。チェックリストは、

各指導者及び教員の指導の視点を合わせるために作成し

たものであるため、今後検討が必要である

今後の課題として、 1府後 1 日目の観察J[ 国と合併柚か

繋がらない学生やバイタル測定の理由根拠などの理解不

足などアセスメントに関連した学習不足があげられた。

本演習は、急性期における看護実践能力の修得の翡い：

して(1 溝義②演習り実胄の連携した敦育）j法の 2段l階日

に1.'r 置づけられており、特に重要油晋とぢえている。

②Rの連動や教員刷の連携、学生か目ら学習をするよう

な動機づけをすることで学習不足か解消できることを期

待する。

しかし、急月間看護学伽域のシミュレーション教存と

して、膜擬忌者を看護過程）謀閲(/)頂例患者とし、アセス

メントの思考過利を継続して演習に繋げるようにした。

また、可能な限り臨床に近い環境に整え、模擬患者から

の反応、観寮やケアの実施後の報］を体験したっ!戸［は、

自らの状況判I折について指導を」一之けたことで術後看設に

必要な知贔、息苔、行動のステ・; プを振り返る＇れにより

期 安楽な援助が

できる」という油習日的に到達できていることがわかっ

た。

2, 成人石，設学演習と臨床指導者授業参観による教育効果

今阿の演習は、成）＼看護学における周手術期看護演習

として前述の目標の下に、事例患者の状況に応じた判I析

力や看設実『野能力の基礎を粋うことを H 的に重施［た。

周手術期五設は、手術による1受央が大きく苫加をf「う患

者に対して、合併症を予防し順調な回復過利をだとるた

めの観寮やケアか重要となる。学生は、演習を経験した

としても実習では、実際の患者と演習での患者の違いに

戸惑うことが予測される。そのため、石設過秤演習にお

いて事例展開をした患者を設定条件とし、術後患者によ

り近い状況に息者役を装備したa

中村の報告にあるように、英国の石護系大学の成人看

護学演習の現状報青によると、臨床実践能力向上には、

看護晶礎教育においても臨床状況に近い設定で派習を梢

築する必波があると明記している 1) 。

本演習は、上たる実習病院の臨床指導者か参加したた

め、さらに臨床に近い環境で演習をすることかできた。

また、患者役には、閉鎖堕吸引ドレナージシステムや見し

滴等は臨床での器材を使用したため指導者の経験と知識

を十分発抑した指導ができた 学'I: は、授業ての悩材の

見学と説明を受げているため、松擬患者と指呼打からの

指導で知識と尖践が繋がったと各える Q

Y 病院との連携教育の LJ 的の 1 つは、指導者が学生の

レデイネスを把握して臨地実習指埒に繋げることであ

る。学生は、実習において手術侵襲を受けた術後患者を

受け持つこともある生活力やコミュニケーション能力

か乏しい学生にとっては、実際の患者と学内で学習した

患者との近いに戸惑い緊張がさらに増してくる場1rn が見

られる。今同は、模擬患者役の学牛に、術後の刈般的な

状態（発熱、痰喀出困難、創痛）等を出載したカードを

事前に手渡し、可能な限り演じるよう協力を依頼した-

また、閉鎖型吸引ドレナージシステム、弾性ストッキン

グ、末梢情脈内点滴等を装若し、臨床の術後息者に近い

状態を設定して＇だ施した。

学生の演習全体をとおしての感想は、表 3 にホすよう
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に 4 つのカテゴリーに分けられた。その中て1丈胄前の

純習になりすこく役だった②成人の実習に活かせると

思った③病院の状況が間けて実習に訴かせそうと思った

等など「実習への動機づけ」や①これからも報告までの

演習をしたい②理解不足が多くもっと勉強しなくてはと

息ったなど今後の「学習への動機づげ」となっていた。

また、①演習でいろいろ覚えることが多かった。②患者

の立場にげつこと、気を付けることなど病I院の石汲1{1liO)

指導だからこそ、実晋で実施できる。 j, とても濃い演胄

だった ごいためになる演習だったなど 11 窮習の『

ごたえ」があ'_)だ 逆に実習が不安になったという学生

もいた 1 ~度の不安

はこれか謁囚となマ―)て、問題解決や学習に収り組みやす

くなると言われている。学牛は自分の知識不足などを実

感できたからこそ不安を感じたが、この事は学習への動

機づけなることが予測できる c

日 実習を「つな

ぐ」教育よると、学内演宵に模擬患者や臨床看護師の協

力による「席敦育サポーター制度を設げ学牛の看護て『t
カ育成に効果かあることが報告されている この演岩で

も、技術実加たけではなくケア提供前の観寮、アセスメ

ントをしており、学生はその観察・判［祈結果と援助後の

患者の状態について看護師に報告している）また、石設

技術の実他や閥察したことを看護師への恨四・記録の1本

験を通して対象者への看護援助を担う医療チームの一員

としての責任や自覚をもち、行動できることを期待して

いることを明記している□

本演習は、 1週間後に控えた成人看護学実習 I の実習

前OSCE (臨床客観的能力試験）の位置づけではないが、

それに近い方法も一部含まれている。臨床現場で必要と

されている臨床主践能力を育成し現場との乖翡If をなくす

ためには、指料者の授菓参観など臨床現場により互い演

習環椅をつくることに加え、実習前OSCE も視野にいれ

て涼宵 }j 法を改善していく事が必要である今回、指導

者 1 名から多くの演習に関する課題を提案して頂いた

今後の演習に活かして、某礎教育と臨J木をつなく教育を

l=1 指していきたい。

まとめ

今訓は、成）＼石護学実習 I前に実施した指祁者の拉菜

参観による教育効果に視点をあて分析をしたところ、次

のような教育効果が確認できたQ

1) 主たる実習病院指導者の授業参観や模擬患者の設定

など臨床に近い演習環境を設定し、術後の観察や報

告に重点を置いて派宵を進めたところ、演習 H 的は

ほぼ達成した。特に玉点をおいた術後観察は、指導

者の評価も高かった。

2J 学牛は、演胄て実施したことが自分のものになった
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ことや疑間かff] 『決したなど演習の手ごたえを感じる

ことができた。

3) 学牛は、実習前の練習になりすごく役だった実習に

活かせると感じており実習への動機づけとともに、

理解小足が多くもっと勉強しなくてはなど今後の学

習への動機づけとなった。

4) 指導者は、臨地実習では見ることが少ない学内にお

ける学牛の強みを丈感し、学生の理解に繋かった

おわりに

今回は、初［叫腐背の時間紋を90 分から 180 分に材炉やし、

術後 1 日且患者の看設として、早期離床を目的に、術後

の観察とアセスメントに重息を置いた。時間数か増加す

ることで、丁寧な指導ができたこと、学牛の息考する時

間があったことで、初同報告と比較すると具体的な教育

効果が見いだせたと考えている。演習目椋迂成の他、学

牛や指導者の多くの気づきがあり実習や日々の学習への

確かな動機づけなっていることがわかった。

今後、基礎教育において、学生が、社会のニーズにあっ

た看護実践能力を査うためには、臨床に近い演習環J兌な

ど効果的な教行力法を円検謹していく必要がある 其の

ためには、屯たる丈宵病院との連携は欠かせない 改め

て、今後も辿批教行を批進していくことの必要竹を内認

識した。

また、連携教育による教育効果や油習 D 標の達成度を

測定するために、客観的な指椋を検討し質のり平価に繋げ

ていく必要がある。

しかし、今回、アンケートに派晋担当者の区分を示さ

なかったことから、臨床指導者と教員の相違点、役割分

担等について明確にすることかできなかった。今後、研

究方法を見i且し教育効果を明確にしていく事が課匙であ

る。

多忙な看設策務の中、指榊者を本学に派遣、また邸地

実習への理解と 1/4 カ）Jを継続して頂いているY 病院の石設

部長はじめ訓j長、指導者の特様に深謝申し上げます
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